
9 8 広報かつやま11月号 No.621

50回を記念して、聖火リレー

秋季消防訓練

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
祭
日
の
一

つ
で
あ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
面
白
さ
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
１０
月
２８
日

に
、
教
育
会
館
で
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
７０
名
の
小
中
学
生
が
参

加
し
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
は
、
過
去
に
亡
く

な
っ
た
人
が
よ
み
が
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
万
聖
節
の
前

夜
祭
に
あ
た
る
行
事
で
、
１０
月
３１
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
際
交
流
員
の
デ
ビ
ッ
ト
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
さ
ん
は
、勝
山
、

大
野
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
5
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
石
井
翔
子
さ
ん

（
勝
山
高
校
3
年
）
の
協
力
の
も
と
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
、「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン
（
ち
ょ
う
ち
ん
の
ジ
ャ

ッ
ク
）：

略
し
て
ジ
ャ
コ
ラ
ン
」
づ
く
り
や
、
仮
装
、
オ
バ
ケ
屋
敷
な
ど
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
顔
に
ド
ク
ロ
や
こ
う
も
り
を
描
い
た
り
猫
や
狐
に
扮
し
て
ひ
げ
を

描
い
た
り
す
る
子
も
い
て
、
一
緒
に
参
加
し
た
保
護
者
の
か
た
は
楽
し
そ
う
に

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
の
様
子
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
公
園
で
は
、

仮
装
し
た
国
際
交
流
員
ら
に
、

「T
ric
k
o
r
tre
a
t!

」（
訳：

何

か
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る

ぞ
！
）
と
叫
び
、
お
菓
子
を
も
ら
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

弟
さ
ん
と
参
加
し
た
野
村
倫
佳
さ

ん
（
成
器
南
小
4
年
）
は
、「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
こ
と
を
知
り
た
く
て
参
加

し
ま
し
た
。
オ
バ
ケ
屋
敷
で
は
、
逆

に
オ
バ
ケ
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
ジ
ャ

コ
ラ
ン
や
仮
装
の
お
面
づ
く
り
な
ど
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と
満

面
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

大
盛
況
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
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勝山市では、明治29年に発生した大火災を教訓として、

火災の起きた4月13日と半年後の10月13日に消防訓練

を行っており、毎月13日は「市民防火の日」と定めてい

ます。今回の秋季消防訓練では、遅羽町北山区から出火し、

山林や工業団地へと延焼拡大の様相を呈したとの想定で行

われました。消防本部の指令により全分団および自衛消防

隊などが招集され、緊張感のあるきびきびとした動きで防

ぎょ訓練を行い、災害に対する防ぎょ活動の確立をはかり

ました。また、防災ヘリによる山林火災を想定した散水も

あり、まさに本番さながらの訓練となりました。

その後、今年の福井県消防操法大会ポンプ車の部で3位

入賞を果たした第6分団（村岡町）による操法披露や、全

分団による一斉放水があり、防災に対する意識や技術の高

さを再確認すると共に、市民に対して警火心の高揚をはか

っていました。

これからの季節、乾燥や強風による火災発生の恐れがあ

ります。火の始末には十分気を付けましょう。

10月15日に、町民運動会が、抜けるような秋空のもと市

内各地で行われました。

勝山地区では、今年が第50回の記念すべき大会となったこ

とから、勝山地区内の各区をつなぐ約6kmのコースで「全町

内巡回聖火リレー」を行い、50周年を祝いました。

聖火は、元禄地区から選出された聖火ランナー7名が、沿道

の声援と拍手を受けながら、午前8時頃に教育会館を出発。当

該リレーの総括である丸屋仁志さんが自転車で誘導していき、

各区から選出の聖火ランナーにそれぞれ聖火が手渡され、運動

会会場となる成器西小学校グラウンドまで、大事に運ばれまし

た。

会場ゲートでは、聖火が昭和町の子どもらによる聖火ランナ

ーから、中村さゆみ競技委員長に手渡され、約1,500名の大

会参加者が見守る中、聖火

台までグラウンドを周回し

ました。そして、和田雅弘

名誉大会長がそれを受け継

ぎ、聖火台に点火すると、

会場からは盛大な拍手が送

られ、選手団の心は大きく

一つにまとまり、記念すべ

き大会の幕が切っておとさ

れました。

昼休みの休憩時には、成

器西小学校児童による吹奏

楽とバトントワリングが披

露され、記念大会に華を添

えました。
３０
年
前
に
婦
人
の
体
力
向
上
と
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
普
及
を
目
的
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
主
催
の
教
室
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

中
の
愛
好
者
た
ち
で
設
立
し
た
ク
ラ
ブ

が
、『
勝
山
ス
マ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
』（
杉
本

弘
子
会
長
）
で
す
。
婦
人
だ
け
の
ク
ラ
ブ

か
ら
、
老
若
男
女
誰
も
が
会
員
に
な
れ
る

よ
う
に
会
則
を
改
め
変
身
し
た
の
が
、
平

成
2
年
。
設
立
か
ら
３０
周
年
を
迎
え
る
今

年
、
記
念
大
会
や
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

日
頃
、
勝
山
ス
マ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
は
、

「
で
き
る
限
り
地
域
の
大
会
に
多
数
参
加

す
る
」、「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
は
指
導

者
と
し
て
協
力
す
る
」、「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
興
味
の
あ
る
か
た
を
勧
誘
し
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
普
及
に
努
め
る
」
な
ど
の
方
針
に

基
づ
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

県
内
の
各
種
大
会
に
参
加
し
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
る
一
方
で
、
納
涼
親
睦
会
や
忘

年
会
な
ど
の
会
員
相
互
の
親
睦
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

平
成
7
年
に
は
、
社
会
体
育
優
良
団
体
と

し
て
、
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
勝
山
ス
マ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
に
は
、

２０
代
か
ら
７０
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
男
性
9
名
女
性
１０
名
が
会
員
と
な
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
来
た
人
順
に
練
習
を
始
め

る
の
は
、
３０
年
間
守
り
続
け
た
ル
ー
ル
。

こ
れ
が
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
ク
ラ
ブ
が

存
続
し
た
要
因
だ
と
ク
ラ
ブ
の
か
た
は
、

自
負
し
て
い
ま
す
。

勝
山
ス
マ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
技

術
強
化
、
体
力
づ
く
り
、
趣
味
と
人
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
や
思
い
を
達
成
す
る
た
め

に
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」

が
今
後
の
課
題
と
し
て
、「
４０
周
年
に
向

け
て
さ
ら
に
努
力
し
た
い
」
と
息
の
長
い

活
動
へ
の
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
創
立
３０
周
年
を
迎
え
る

勝
山
ス
マ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  

大勢の大会参加者が見つめる中、
聖火が点火される

オーケストラと
共演するのが夢
雲　竜　笙

しょう

子
こ

さん（8）＝元町2＝

自分と同じくらいの大きさのチェロを抱えて上手

に演奏する雲竜笙子さんは、成器南小学校の2年生で

す。3歳の頃から、白山市にお住まいの野村幸夫さん

に師事し、チェロを習い始めました。毎週金曜日に

野村さんのもとに出かけ、約１時間のレッスンを受

けます。最近はビヴラート（指で弦をおさえたまま、

上下に震わせる技巧）をかける練習に励み、音の表

現に幅を出そうとがんばっているとのことで、演奏

曲は「ブレバールソナタ」。

8月には日本クラシック音楽コンクール予選に合格し、10月には福井

県音楽コンクールで奨励賞を受賞するなど、確実に実力が付いてきてい

ます。これからは、県外のコンクールにも挑戦し、腕を磨いていきたい

とのことです。

さらに深く音楽を知り親しむために、「3年生になったらハーモニーホ

ールで行われる『弦楽アンサンブルセミナー』を受講したい。」と夢い

っぱいの雲竜笙子さんでした。

かぼちゃを彫ってジャコランを作る
様子を眺める子どもたち

全分団による一斉放水の様子


